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   A new enzymatic method for isolation and determination of urinary polyamines was 

presented and basically studied in previous report 1 and 2 in comparison with existing 
techniques. 

   Using the new method, urinary polyamines were isolated and determined in 56 patients 

with genitourinary cancer. Urinary polyamines were also determined in 63 controls consisting 

of 20 normal subjects, 25 patients with benign urological disease and 18 patients with BPH. 

   The mean concentrations of Diamine, Spermidine, Spermine in 20 normal subjects were 

16.6±5.8 pmoles/g Cr, 4.7 ± 2.0 pmoles/g Cr and 0.99 ± 0.51 emoles/g Cr respectively. To 

emphasize the specificity to cancer, the level of positiveness was modified to a higher value 

than M+3SD. The positive values thus calculated were 40 pmoles/g Cr for Diamine, 15 

pmoles/g Cr for Spermidine and 3 pmoles/g Cr for Spermine. 
   The positive ratios of Diamine in patients with early cancer were 43 % in renal cell 

cancer, 20% in pelvic and ureter cancer, 0% in bladder cancer and 20 % in prostatic cancer. 

Those of Spermidine were 29% in renal cell cancer, 0% in pelvic and ureter cancer, 20 % in 

bladder cancer and 40 % in prostatic cancer. Those of Spermine were 29 % in renal cell 

cancer, 20% in pelvic and ureter cancer, 20% in bladder cancer and 0% in prostatic cancer.
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   In early diagnoses, Diamine indicated high positive ratios to renal cell cancer and Sper-

midine to prostatic cancer. Relatively high positive ratios were demonstrated, when any one 

of the isolated polyamines was found positive : namely, 57% in renal cell cancer, 20% in pe-

lvic and ureter cancer, 30% in bladder cancer and 40% in  prostatic cancer. These results 

seem to support the usefulness of the new method.

Key words: Urinary polyamine. A new enzymatic method

緒 言

ポリアミンは3つ 以上のアミンを有する直鎖の脂肪

族炭化水素化合物で,細 胞構成成分として植物を含め

たあらゆる生物界に広 く存在する.そ の作用機序は核

酸 ・蛋白合成 ・酵素活性の調節などに深 く関与し,特

に細胞増殖との関連が指摘されている1～7).

担癌患者の診断法,治 療効果の判定として種々の腫

瘍マーカーの有用性が報告され,そ のひとつとしてポ

リアミンも脚光を浴びる ように なった.Russe11ら8>

に よ り担癌患者における尿中ポリアミン排泄増量が報

告され,担 癌患者の有用な診断法として注目された.

尿ばか りでなく血液 ・髄液中におけるポ リア ミンの測

定も種々の方法にてなされており,悪 性腫蕩との関連

が検討されている.

第1,2報9・10)に て報告 した新しい酵素法はいずれ

の測定法 よりも簡便に,尿 中ポリアミンを分別定量で

き,一 般臨床検査 レベルでの測定が可能である.

今回われわれはこの新しい酵素法を用いて,泌 尿器

科領域の悪性腫瘍患者における尿中ポリアミンの分別

定量を検討 したので,そ の結果を報告する.

対 象 および方法

対象は岐阜大学附属病院泌尿器科および関連病院泌

尿器科に入院 し,組 織学的に悪性腫瘍と診断された治

療前の56症 例であ る.癌 の深達度はUIGC分 類

にしたがった.そ の内訳は腎細胞癌13例,腎 孟尿管腫

瘍10例,膀 胱腫瘍16例 および前立腺癌17例 である.な

お,良 性腫瘍ではあるが前立腺肥大症18例 についても

検討を加えた.

一方
,対 照群は明らかな腫瘍性病変を持たない泌尿

器科的良性疾患25症 例および健常人20例 である.泌 尿

器科的良姓疾患の内訳は尿路結石症17例,腎 のう胞2

例,尿 道炎2例,神 経因性膀胱1例,副 睾丸炎1例,

膀胱尿管逆流現象1例 および腎炎1例 である.

測定法は前報Dに 報告 した酵素法にて行った.す な

わち,尿 中ポリア ミンは大部分がアセチル抱合体とし

て存在するため,acylpolyamineamidohydrolaseを

用いて酵素加水分解にて遊離型ポ リア ミンとした,そ

の後,Diamine,Spermidineに 対 して 基 質 特 異 性 を

示 す プ トレ ッ シ ン酸 化 酵 素 とSpermidine,Spermine

に対 して基 質 特 異 性 を 示 す ポ リア ミ ン酸 化 酵 素 に て反

応 させ,生 成 され る過 酸 化 水 素 を 比 色 定 量 す る こ とに

よ りDiamine,Sperm三dine,Spermincを 分 別 定 量

した.

検 体 は24時 間蓄 尿 の一 部 を測 定 日ま で 一20℃ に て

保 存 し測定 に 用 いた.測 定 値 は 尿 中 の各 ポ リア ミン値

(μmole/1)を 尿 中 ク レ ア チ ニ ン(gμ)で 除 し た 値

(μmo正es/g.Cr.)で 求 め た,

成 績

本 測定 法 を 用 い,臨 床 検 体 を 測 定 した結 果 をDia-

mine,Sperm三dine,Spermine別 にHg.1～3に 示 す.

Diaminc:健 常 人20例 の 平 均 は16.6±5.8μino-

1es/g.Cr.で あ り,泌 尿 器 科 的 良 性 疾 患 群25例 のそ れ

は15.7±7.1μmoles/g.Cr.で あ った.前 立 腺 肥 大

症18例 の そ れ は28.o±14.4μmoles/9。Cr.で あ り,

健 常 人 お よ び 泌 尿器 科 的 良 性 疾 患 群 に 対 しP<0.01

で有 意 の差 を示 した.

腎 細 胞 癌13例 の そ れ は63・7±35・6μmoles/9.Cr.

であ り,健 常 人 お よ び 泌 尿器 科 的 良 性 疾 患 群 に 対 し

P<0.Olで 有 意 の差 を 示 した.深 達 度 別 に 検 討 す る

と,1Qwstage群7例 の平 均 は58.0±40.0μmoles/9.

Cr.で あ り,highstage群6例 の平 均 は70.5±31.9

μmoles/g.Cr.で あ った 。bwstage群 は健 常 人 お よ

び泌 尿 器 科 的 良性 疾 患 群 に 対 しP<0.05で,high

stage群 はP<0.01で 有意 の 差 を示 した.

腎孟 尿 管 腫 瘍10例 のそ れ は53.3±40.5μmoles/9.

Cr.で あ り,健 常 人 お よび 泌 尿 器 科 的 良 性疾 患 群 に 対

しP<0.05で 有 意 の差 を 示 した.深 達 度別 に 検 討 を

す る と,lowstagc群5例 の 平均 は3α8±16.3μmo-

1cs/g.Cr.で あ り,highstage群5例 のそ れ は75.9

±46.5μmoles/9.Cr.で あ った.

Lowstage群 は 健 常 人 お よ び 泌尿 器 科 的 良 性 疾 患

患 群 に 対 して 有意 の差 を 示 さな か った が,highstage

群 は 健 常 人 お よび 泌 尿 器 科 的 良 性 疾 患 群 に 対 してP<

0.05で 有 意 の差 を 示 した.

膀 胱 腫蕩16例 の それ は48・2±65.6μmoles19.cr.
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であ り,健 常 人 お よび 泌 尿器 科 的 良 性 疾 患 群 に対 して

有意 の 差 を示 さ な か った,深 達 度 別 に 検 討 す る と,

lowstage群lo例 の平 均 は25.4±14.5μmoles/9.Cr.

で あ り,highstage群6例 の そ れ は86.3±98.8

μmoles/9.Cr.で あ った.lowstage,highstage群

と も健 常人 お よび 泌 尿 器科 的 良性 疾 患 群 に 対 して有 意

の差 を示 さ なか った.

前 立 腺 癌17例 のそ れ は27.2±17.oμmoles/9.Cr.

で あ り,健 常 人 お よび 泌 尿器 科 的 良 性疾 患 群に 対 して

P<0.05で 有意 の差 を 示 し た.深 達 度 別 に 検 討 す る

と,lowstage群5例 の平 均 は22.o± 三5.1μmoles/9.

cr.で あ り,highstagc群12例29.4±17.8μmoles/9.

Cr.で あ った.10wstage群 は 健 常 人 お よび 泌尿 器

科 的 良性 疾 患 群 に 対 して有 意 の差 を 示 さな か った が,

highstage群 は 健 常人 お よ び 泌 尿 器科 的 良性 疾 患 群

に 対 し てP<0.05で 有意 の 差 を示 した,

健 常 人20例 の 平均 は16.6±5.8μmoles/9,Cr・,(M

±sD)で あ る.M±3sD=3生oμmoles/9.Cr.を 超

え る も のを 有意 の高 値 と し て検 討す る と,健 常 人 お よ

び泌 尿 器 科 的 良 性疾 患 群 で は34.oμmoles/9.cr,以

上 を 超 え る 症例 は認 め なか った が,前 立 腺 肥 大 症 に お

い て18例 中2例 に 高値 を示 した,40μmoles/9.Cr.以

上 で は 前 立腺 肥 大症 は1例 のみ に 高値 を示 す のみ であ

り,40μmoles/g.Cr.以 上 を 陽性 と して検 討 した.そ

の 結果,腎 細 胞 癌 では13例 中8例,62%の 陽 性 率 で あ

り,そ れ を 深 達 度 別 に検 討 す る と,Iowstagc群 は7

例 中3例,43%の 陽性 率,highstage群 は6例 中5

例,83%の 陽性 率 と高 か った.腎 孟 尿 管 腫 瘍 で は10例

中4例,40傷 の陽 性 率 で あ り,そ れ を 深 達 度 別 に 検 討

す る と,10wstage群 は5例 中1例,20%の 陽 性 率 で

あ り,highstage群 は5例 中3例,60%の 陽 性 率 で

あ った.膀 胱 腫 瘍 で は16例 中3例,19%の 陽 性 率 で あ

り,そ れ を深 達 度 別 に 検 討 す る と,10wstage群 は10

例 中1例 も陽 性 は な く,highstage群 は6例 中2例,

33%の 陽性 率 で あ った.前 立 腺 癌 で は17例 中2例,

12%の 陽 性 率 であ り,深 達 度 別 に 検 討 す る と,low

stage群 は5例 中1例 も陽 性 は な く,highstage群

は12例 中2例,17%の 陽 性 率 で あ った.

Spermid五ne:健 常 人20例 の 平均 は4.7±2.0μmo-

les/g.Cr.で あ り,泌 尿 器 科 的 良 性 疾 患 群25例 のそ れ

は5・7±2,9μmoles/9.』cr.で あ っ た.前 立 腺 肥 大 症

18例 の それ は8。4±3.5μmoles!g.Cr.で あ り,健 常

人 お よび 泌尿 器 科 的 良 性 疾 患 群 に 対 して そ れ ぞ れP<

0・01,P<0.05で 有 意 の 差 を示 した.

腎細 胞 癌13例 の そ れ は16・8±16.9μmoles19.cr.

で あ り,健 常 人 お よび 泌 尿 器 科 的 良 性 疾 患 群 に 対 して

P<0.05で 有 意 の 差 を 示 し た.深 達 度 別 に検 討 す る

と,lowstage群7例 の 平均 は15.3±H.6μmoles/9.

Cr.で あ り,h三ghstage群6例 の そ れ は18.5±22.7

μmoles19.cr・ であ った ・10wstage,highstage群
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と も健 常 人,泌 尿 器 科 的 良 性 疾患 群 に対 して有 意 の差

を示 さなか った.

腎孟 尿管 腫 瘍10例 のそ れ は9.5±6.7μmoles/g.Cr.

であ り,健 常 人 お よび 泌 尿器 科 的 良性 疾 患 群に 対 し て

有 意 の差 を示 さ な か った.深 達 度 別 に検 討 す る と,

lowstage群5例 の 平均 は5.7±2.4μmoles/9.Cr,

であ り,highstage群5例 のそ れ は13.3±7.7μmo一

互cs/g,Cr.で あ った.10wstage,highstage群 と も

健 常 人 お よび 泌 尿 器 科 的 良 性 疾 患 群 に 対 して有 意 の差

を示 さ なか った.

膀 胱 腫 瘍16例 の そ れ は10.7±10.8μmoles/9,cr.

であ り,健 常 人に 対 しP<0.05で 有 意 の差 を 示 した

が,泌 尿器 科 的 良 性 疾 患 群 に 対 し有 意 の 差 を示 さ なか

った.深 達 度 別 に 検 討 す る と,lowstage群10例 の平

均 は7.9± α0μmoles/9.Cr.で あ り,highstage群

6例 のそ れ は15.2±15.7μmoles/9.cr.で あ った ・

10wstage,h三ghstage群 と も 健 常 人 お よ び 泌 尿 器

科 的 良 性 疾 患 群 に 対 して 有 意 の 差 を示 さ な か った.

前 立 腺 癌17例 の そ れ は12。0±7.5μmoles/9・Cr・ で

あ り,健 常 人 お よび 泌 尿器 科 的良 性 疾 患 群 に 対 しP<

0。01で 有 意 の差 を 示 した.深 達 度 別 に 検 討 す る と,

lowstage群5例 の平 均 は15.6±9.7μmoles/g.Cr.

で あ り,h三ghstage群12例 の それ は10.4±6.1μ 皿o-

les/g.Cr.で あ った.10wstage群 は健 常 人 お よび 泌

尿器 科 的 良 性 疾 患 群 に 対 して 有意 の差 を示 さな か った

が,highstage群 は 健 常 人 に 対 しPく0・01,泌 尿器

科 的 良 性 疾 患 群 に 対 しP<0。05で 有意 の 差 を示 し

た.

健 常 人20例 の平 均 は4.7±2.oμmoles/9.cr.(M±

sD)で あ る.M+3SD=10.7μmoles/9・Cr・ を超 え

る もの を 有意 の高 値 とし て検 討 す る と,健 常人 お よび

泌 尿 器科 的 良性 疾 患 群 では10.7μmoles/9・cr・ を超

え る症 例 は認 め なか った が,前 立 腺 肥 大 症 に お い て18

例 中2例 に高 値 を示 した.15μmoles/9。Cr.上 で は前

立 腺 肥 大 症に お い て高 値 を示 す 症 例 は な く,15μmo-

les/g.Cr.以 上 を陽 性 と して 検討 した.そ の結 果,腎

細 胞癌 で は13例 中4例,31%の 陽 性 率 で あ り,そ れ を

深 達 度 別 に検 討 す る と,10wstage群 は7例 中2例,

29%の 陽 性 率,highstage群 は6例 中2例,33%の

陽 性 率 で あ った.腎 孟 尿管 腫 瘍 で は10例 中2例,20%

の 陽性 率 で あ り,そ れ を 深 達度 別 に 検 討 す る と,low

stage群 は5例 中0例,0%の 陽 性 率 で あ り,high

stage群 は5例 中2例,40%の 陽性 率 で あ っ た.膀 胱

腫瘍 で は16例 中4例,25%の 陽 性 率 で あ り,そ れ を 深

達 度別 に 検 討 す る と,lowstage群 は10例 中2例,20

%の 陽 牲 率,highstage群 は6例 中2例,33%の 陽
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性 率 であ った.前 立 腺 癌 では17例 中4例,24%の 陽 性

率 で あ り,そ れ を 深達 度 別 に 検 討 す る と,10wstage

群 は5例 中2例,40%の 陽 性 率 で あ り,highstage

群 は12例 中2例,17弩 の陽 性 率 で あ った.

Spermine:健 常 人20例 の平 均 は0.99±0・5孟 μmoles/

g.Cr.で あ り,泌 尿器 科 的 良 性 疾 患 群25例 の そ れ は

0.84±0.55μmoles/g.Cr.で あ った.前 立腺 肥 大症18

例 の それ は1.46±1.25μmoles/9.Cr,で あ り,健 常

人 お よび 泌 尿 器科 的 良性 疾 患 群 に 対 し有 意 の差 を示 さ

なか った.

腎 細 胞 癌13例 の そ れ は2.79±3.ooμmolcs/9.cr,

で あ り,健 常 人 お よび泌 尿 器科 的 良性 疾 患 群 に 対 しP

<0.05で 有意 の差 を示 した.深 達 度 別 に検 討 す る と,

lQwstage群7例 の平 均 は2.24±1.90μmoles/9・Cr・

で あ り,highstage群6例 の そ れ は3・43±4・05

μmoles/9.Cr.で あ った.10wstage,h重ghstage群

と も健 常人 お よび 泌 尿 器 科 的 良 性疾 患 群に 対 し有 意 の

差 を示 さ なか った.腎 孟 尿 管 腫 瘍10例 の それ は3.72

±3・91μmoleslg.Cr.で あ り,健 常人 お よび 泌 尿 器 科

的 良 性 疾患 群 に 対 しP〈0。05で 有 意 の 差 を 示 した.

深 達 度 別に 検 討 す る と,10wstagc群5例 の 平 均 は

2.34±2.26μmoles/g.Cr.で あ り,highstage群5

例 の そ れ は5.09±4.96μmoles/9.Gr.で あ った ・

lowstage,highstage群 とも 健 常 人 お よび 泌 尿 器

科 的 良 性 疾 患 群 に 対 し有 意 の差 を 示 さ なか った.膀 胱

腫瘍16例 のそ れ は3.13±3.09μmoles/g.Cr.で あ り,

健常 人 お よ び 泌 尿 器 科 的 良性 疾 患 群 に 対 しP<0.05

で有 意 の差 を 示 した.深 達 度 別 に 検 討 す る と,10w

stage群lo例 の 平 均 は1.60±1.40μmolcs/9.Cr・ で

あ り,highstage群6例 の そ れ は5.67±3。57μmoles/

g.Cr.で あ った.lowstage群 は健 常 人 お よび 泌 尿

器科 的 良性 疾 患 群 に 対 し有 意 の差 を 示 さ なか った が,

highstage群 はP<0.05で 有 意 の差 を 示 した.前 立

腺 癌17例 の それ は1.78±2.32μmoles/9.cr.で あ り,

健 常 人 お よび 泌 尿器 科 的 良 性 疾 患 群 に 対 し有 意 の差 を

示 さな か った.深 達 度 別 に 検 討 す る と,lowstage群

5例 の平 均 はo.73±0.46μmoles/g.Cr.で あ り,

h三ghstage群12例 のそ れ は2・22±2・66μmolcs/9.

Cr.で あ った.lowstage,highstagc群 と も健 常

人 お よび 泌 尿器 科 的 良性 疾 患 群 に 対 し有 意 の 差 を 示 さ

なか っ た.

健 常 人20例 の平 均 は0.99±0.51μmolcs/g.Cr.(M

±SD)で あ る.M+3SD=2.52μmoles/9.Cr.を 超

え る もの を有 意 の高 値 と し て検 討 す る と,健 常 人 お よ

び 泌 尿 器科 的 良性 疾 患 群 で は2.52μmoles/g,Cr、 を

超 え る症 例 は 認 め な か った.前 立 腺 肥 大 症 に お い て18
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例中1例 の み に5・70μmoles/9.cr.の 高値 症 例 を認

め た が,3μmoles/9.Cr.以 上 を 陽 性 と して検 討 した.

そ の結 果,腎 細 胞 癌 で は13例 中4例,31%の 陽 性 率 で

あ り,そ れ を 深 達 度 別 に検 討 す る と,10wstage群 は

7例 中2例,29%の 陽 性 率,highstage群 は6例 中

2例,33劣 の陽 性 率 で あ った.腎 孟 尿 管 腫 瘍 で は10例

中3例,30%の 陽 性 率 で あ り,そ れ を 深 達 度別 に 検 討

す る と,lowstage群 は5例 中1例,20%の 陽性 率 で

あ り,highstage群 は5例 中2例,40%の 陽性 率 で

あ った.膀 胱 腫 瘍 で は16例 中6例,38%の 陽性 率 で あ

り,そ れ を 深 達 度 別 に検 討 す る と,lowstage群 は10

例 中2例,20%の 陽 性 率,highstage群 は6例 中4

例,67%の 陽 性 率 で あ った.前 立 腺 癌 で は17例 中2

例,12%の 陽 性 率 で あ り,そ れ を 深 達 度 別 に検 討 す る

と,lowstage群 は5例 中0例,0%の 陽性 率 であ

り,highstage群 は12例 中2例,17%の 陽 性 率 であ

った.

考 察

ポ リアミンはRusse11ら の報告をはじめ悪性腫瘍 と

ポリアミンの関係について種々の検討がなされ,腫 瘍

マー カーの1つ として臨床応用が期待されている.

しか し,尿 中ポリアミンが日常検査とな り得ない最

大の原因は測定法の繁雑さがあげられる.最 近,ポ リ

アミンに対する抗体を用いて測定するRIA法1D,酵

素を用いてポ リア ミンを測定す る方法9,10・12)が開発さ

れ,迅 速で簡便に測定することが可能となってきてい

る.悪 性腫瘍における尿中ポ リアミンの意義について

種々の測定法により検討されているが,特 に新しい酵

素法による尿中ポ リアミン分別定量は尿中ポリァミン

の意義を一般検査室 レベルにて測定できる簡便な方法

であ り注目される.そ の臨床報告はいずれの領域でも

みられないが今後普及してくるものと思われ,わ れわ

れは本法を用いて泌尿器科領域の悪性腫瘍患者につい

て検討した.

尿中ポ リアミンは進行癌では高値を示す症例も多い

が,早 期癌に関しては正常値よりも高値を示す率は高

くて30%に す ぎないとの報告がみ られ13),実 際にわれ

われの検討でも早期癌症例において30%の 陽性率を超

えたのは腎細胞癌におけるDiamineの43%,前 立腺

癌におけるSpcrm圭dineの40%の み であった.そ の

原因の1つ として,癌 に対する特異性を高め るため

Diamine・SPe「midine・SPermheの いずれもM±

3SDよ りも高値に陽性を設置 したことがあげられる.

最近ポリアミンの意義に関してポリアミン総壷では

なく,ポ リア ミソ分別定量あるいは尿以外の体液や血

液のポリアミソ定量が癌の病態やその推移を調べるう

えで有用との報告14)がみ られる.ポ リアミン分別定量

の有用性を検討す るため,Diamine,Sperm量dine,

Spermineの うちいずれか1つ が陽性を示す場合の陽

性率は腎細胞癌84%,腎 孟 尿管腫瘍50%,膀 胱腫瘍50

%お よび前立腺癌41%で あ り,早 期癌症例に限 っても

腎細胞癌57%,腎 孟 尿管腫瘍20%,膀 胱腫瘍30%お よ

び前立腺癌40%と 比較的高い陽性率が得 られた.こ の

場合には,泌 尿器科領域の癌疾患に対する早期診断率

は腎孟尿管腫瘍以外 いずれも30%以 上の陽性率を得

た,さ らに,早 瀬 ら15)は高速液体 クロマ トグラフィ法

を用いて婦人科領域の悪性腫瘍患者における尿および

赤血球中ポ リアミンの分別定量を同時に測定 し,そ れ

らのポリア ミン分別のいずれか1つ が陽性を示す場合

の陽性率は非常に高いことを指摘した.新 しい酵素法

によるポリアミン測定は尿ばか りでな く血液中のポ リ

ア ミン分別定量も測定可能であることより,尿 および

血液中ポリアミンを同時に測定することにより早期癌

におけるポリアミンの臨床的意義がさらに高まるもの

と考えられる.

泌尿器科領域でも尿路性器癌における尿中ポ リア ミ

ンの意義についての報告が散見されてお り,腎 細胞癌

に関してもSanfordら16)は11例 中9例,82%と 非常

に高い陽性率を認め,腎 細胞癌における尿中ポ リア ミ

ンの有用性を報告している.わ れわれの検討でも早期

癌におけるDiamineの 陽性率は43%,分 別のいずれ

か1つ が陽性の場合には57%の 陽性率を得ている.腎

細胞癌は泌尿器科領域における他臓器癌と比較して診

断が困難なことや有用な腫瘍マーカーが存在しないこ

とより,ポ リア ミン測定は有意義な もの と考え られ

る.膀 胱腫瘍に関して,Sanfordら16)はDiamine,

Spermidine,Spermineの うち2種 類以上のポリア

ミンが正常に比し増加した症例は95%に 認 められたと

報告 しているが,われわれの検討ではSanfordら の報

告 と比較 していずれのポ リアミン分別も明らかに低い

陽性率しか得 られなかった.こ れらのことは症例の進

行度の違いや測定法ならびにその陽性値の設置水準の

違いに よるものであろ うが,い ずれにしても膀胱腫瘍

に関 しては確立された診断法があ り早期診断という観

点か らは意義が少ないものと思われる.腎 孟尿管腫瘍

は膀胱腫瘍 と比較して診断がつけ難く,ポ リア ミンの

有用性が期待されるものの早期癌に対す る陽性率は低

く有意義なものと考えに くかった.前 立腺癌において

はPAPを は じめとする有用な腫瘍マーカーの報告岬・二8)

がみ られるものの,早 期癌症例におけるPAPの 陽

性率はRIA法 で25%,immunochemicalmethod
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で27%で あ り,前 立腺癌の早期診断においてPAPは

絶対的なものでない.前 立腺癌に関して,Fairら19)

は尿中ポリアミンのスペル ミジンに注目し,ス ペル ミ

ジンの排泄量が組織学的異型度 とよく相関しその排泄

量の増加を認めたと報告している.わ れわれの検討で

も,早 期癌症例に おいてSpermidineは40%と 高い

陽性率を得たことにより,非 常に有用な腫瘍マーカー

となり得 る可能性もあり今後検討していきたい.

新 しい酵素法による尿中ポリアミン分別定量が泌尿

器科領域の悪性腫瘍を対象 とした場合,臨 床的意義が

あるかどうかの検討が主たる目的であったが,臨 床応

用は充分可能であり,非 常に有用であるとの結論を得

た.

結 論

1)第1,2報 に お い て 報 告 した新 し い酵 素 法 に よ

り尿 路 性 器 癌 患 者に お け る尿 中 の ポ リア ミン分 別 を定

量 した.

2)健 常 人20例 のDiamineの 平 均 は16.6±5.8

μmoles/9.Cr.,spermidineの それ は4.7±2.oμmo-

lcs/9.cr.,spermineの それ はo.99±o.51μmQles/9・

Cr.で あ り,い ず れ も癌 に 対 す る特 異 性 を高 め るた め

M+3SDよ り も高値 に 陽 性 を設 置 した.(陽 性 値:

Diamine40μmoles/9.Cr.,Spermidine15μmoles/

9.cr.,spermine3μmoles/9.cr.)

3)泌 尿 器 科 的 良性 疾 患 患 者25例 はDiamine,

Spermidine,Spermineと も陽 性 を認 め なか った が,

前 立 腺 肥 大 症 はDiamine,Sperlnidineに お い て18

例 中1例 に 陽 性 を認 めた.

4)尿 路 性器 癌 の早 期 症 例 に お い て30%の 陽性 率を

超 えた のは 腎 細 胞癌 に お け るDiamineの43%と 前 立

腺癌 に おけ るSpermidineの40%で あ った,

5)Diamine,Spermidine,Spermineの うちい

ずれ か1つ が 陽 性 を示 す 場 合 の 陽性 率 は 腎細 胞 癌84

%,腎 孟 尿 管 腫 蕩50%,膀 胱 腫 瘍50%お よび 前 立 腺癌

41%で あ り,早 期 症 例に 限 って も腎細 胞 癌57%,腎 孟

尿 管腫 瘍20%,膀 胱 腫瘍30%お よび 前 立 腺 癌40%と 比

較 的 高 い陽 性 率 が 得 られ,分 別 定 量 の有 用 性 が 示 唆 さ

れ た.

なお,本 論文の要旨は第49回東部連合総会および第73回日

本泌尿器科学会総会において発表した.
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